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ジョージ朝詩の歴史的意義

園 井 英 秀

I 

1909年から 1910年にかけてのイギリス詩壇について， T.S. Eliotは次の

ように要約する。

... the situation of poetry in 1909 or 1910 was stagnant to a 

degree difficult for any young poet of today to imagine1. 

この主張の適切さについては， 少くとも二つの調査が必要である。その一つ

は，この時期のイギリス詩界の実情を観察することである。今世紀の初頭は，

ヴィクトリア朝詩の名残りをとどめる詩的伝統と，それに対する漠然とした反

省が混然と存在する詩的土壌に， Eliotゃ EzraPound等による， フランス

象徴派的文体を持つ全く新しい詩風が導入され，いわば新旧の対照が典型的に

展開された特殊な文学的環境にあったと言ってよい。ヴィクトリア朝の詩的伝

統は， この時代には既に，その道徳的精神の高揚，修辞的語法の多用，あるい

はクリシエヘの依存等の傾向の為に，一般には消極的な価値しか持たないもの

と見なされるようになった。

PRAY but one prayer for me'twixt thy closed lips; 

Think but one thought of me up in the stars. 

The summer night waneth, the morning light slips, 

Faint and grey'twixt the leaves of the aspen, 

betwixt the cloud-bars, 

That are patiently waiting there for the dawn: 

Patient and colourless, though Heaven's gold 
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Waits to float through them along with the sun. 

Far out in the meadows, above the young corn, 

The heavy elms wait, and restless and cold 

The uneasy wind rises; the roses are dun; 

Through the long twilight they pray for the dawn, 

Round the lone house in the midst of the corn. 

Speak but one word to me over the corn, 

Over the tender, bowed locks of the corn. 

("Summer Dawn," William Morris) 

このラファエル前派の作品に見られる，韻律や破格のソネット形式の不備とい

う形式上の弱点だけでほなく，修辞的な表現と，道徳的意味づけへの興味は，

ヴィクトリア朝詩の怠隋な韻文調 (poeticism) を示している.'dawn'は，

ある夏の日の夜明けであるだけではなく，明らかに何らかの精神的夜明けを示

唆しているにもかかわらず，その正体を見極める事は難しい。従って，詩人の

'one prayer'や 'onethought'は，結局は，感傷的なイメージによって語ら

れるものにすぎないという印象を受ける。

このような詩風が，イギリス詩の伝統という文脈においては，後期ロマン派

の詩的美意識を受け継ぐものであると考えられた場合2,Eliotゃ Poundが，

その芸術上の基盤であるフランス象徴主義やイマジストの詩的原理を支えとし

て， 伝統的詩風に見られる弱点を批判したのは当然であると言える。なるほ

ど，この時期の EliotゃPoundの作品は，特にヴィクトリア朝詩の技術的ゆ

るみ (slackness) に対する反発を鋭く意識したような緊張したスタイルを持

つ。

0 quam te m吻柁叩 virgo... 

STAND on the highest pavement of the stair― 
Lean on a garden urn-

Weave, weave the sunlight in your hair-

Clasp your flowers to you with a pained suprise-
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

Fling them to the ground and turn 

With a fugitive resentment in your eyes: 

But weave, weave the sunlight in your hair. 

She turned away, but with the autumn weather 

Compelled my imagination many days, 

Many days and many hours : 

Her hair over her arms and her arms full of flowers. 

And I wonder how they should have been together ! 

I should have lost a geture and a pose. 

Sometimes these cogitations still amaze 

The troubled midnight and the noon's repose. 

("La Figlia Che Piange," T. S. Eliot) 

この作品の文体と語法は 1910年代では確かに目新しいものであった。現実と

想像を融合させようとしているかのような，作為的で気取った導入部の詩的場

面や，最終連， 'Ishould have lost'以下の瞬味さは，共に極めて意図的であ

る。これらの特徴は，文体的には，伝統的な定形詩形を無視しようとする態度

と，形式上の実験に対する強い興味によって生じたものである。

モダニストの詩人達は， また， フランス象徴派の詩人に顕著であったよう

に，自らの詩作態度の理論化や詩論の展開を好み，文学の価値や重要性に対す

る関心は，そのような直接的表現によって確認されると信じた。このため，彼

らの芸術家としてのエリート意識や一般読者の知的水準の無視，難解な語法に

対する信仰等も，むしろ誇るべきジエスチュアとして定着していった。特に表

現形式に対する工夫は，ことばそのものの機能や意味の多様性，またその創造

性を極端に信頼する傾向を生んだ。

See, they return, one, and by one, 

With fear, as half-awakened; 

As if the snow should hesitate 

And murmur in the wind, 
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and half turn back ; 

These were the "Wing'd-with-Awe," 

Inviolable. 

Haie ! Haie ! 

These were the swift to harry; 

These the keen・scented;

These were the souls of blood. 

Slow on the leash, 

pallid the leash-men ! 

("The Return," Ezra Pound) 

ここでは，ことばの持つ本来の意味はさほど重要ではない．詩人の興味は，ぃ

わばリズムと省略された語法により生み出される音楽的効果にのみあるとさえ

言えるg

イギリスにおける初期のモダニストの動きは，主として PoundゃEliotに

よって推進されたが，この思潮の背景には， Imagism4という詩的主張があっ

たことを考慮しなければならない。 1907年， ロンドンに滞在中の Poundは，

W. B. Yeatsゃ T.E. Hulmeを知り，彼等を通してフランス象徴主義に接

した。特に，ロマンティシズムに対する強い反省から出発した Hulmeの作品

は，サンボリストの文体と，即物的なメタファーの使用により,Pound に極

めて新鮮に映ったと思われる。 これらの刺戟により， 1913年， ロンドンで生

れたイマジズム運動には， RichardAldingtonら3人のイギリス人と， Amy

Lowell ら4人のアメリカ詩人が参加して，鮮烈な問題意識を提示しようとし

た。しかし，この動きは，いわば初期モダニズムにおける前衛的原理5 を明ら

かにしたという役割を別にすれば．ィギリス国内では冷淡な反応しか生まなか

った。 Poundも1915年には，この運動から身を引き，そのプリンシプルに立

つ詞華集も， 1917年，第4巻を以て，公式には廃刊された6。この思潮は， そ

の後，主として多作の AmyLowellの詩作によってアメリカで存続したが，
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

文学的思潮としては短命であったと言える互 しかし， イマジズムの消長は，

モダニスト運動が， イギリス国内では， ロマンティシズム以降継承されてき

た，今世紀初頭の詩的伝統の論理に同化することなく，結局は，外国の産物と

してそこに根付く事はなかったという事実を，ある程度予測させるものであっ

たと考えることもできる％

しかし， 1910年代においては，先に示した Eliotの指摘に見られるように，

ヴィクトリア朝風の「澱んだ」詩的状況は，モダニズムの精神では，とうてい

許容できるものではなく， Poundの非難も，その典型的口調を表現している。

彼によれば， 1890年から 1910年にかけてのイギリス詩は，「ごろごろに固っ

た堆肥のような， おそるべき混合物」，であると要約される。 これは， Eliot

の場合と同様， 確かにこの時期の詩的状況をある程度描写するものではある

が， 必ずしも正確というわけではない。なぜならば， 19世紀末から今世紀初

頭にかけての詩的感覚においては，明らかに Poundの考慮からは落ちている

Thomas Hardyと A.E. Housman による影響を無視することはできない

からである。 Hardyの1890年代の抒情詩は，文体的にもヴィクトリア朝詩の

定形を離れている。

Not a line of her writing have I, 

Not a thread of her hair, 

No mark of her late time as dame in her dwelling, whereby 

I may picture her there; 

And in vain do I urge my unsigh t 

To conceive my lost prize 

At her close, whom I knew when her dreams were upbrimm-

ing with light, 

And with laughter her eyes. 

ぐThoughtsof Phena: At News of Her Death")10 

行配列 (lineation) には細心の注意が払われているが，ことばのリズムはロ

語的である。詩の主題が展開される基本的な調子は， 感傷を抑えた回想であ
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る。また，ある特定の経験や感情に対する集中と，その正確な表現，現実と過

去の不連続性の認識なども，この作品の近代的特色を示すものである。

Housmanの声も，典型的なヴィクトリア朝詩人のものとは言えない。

INTO my heart an air that kills 

From yon far country blows: 

What are those blue remembered hills, 

What spires, what farms are those ? 

That is the land of lost content, 

I see it shining plain, 

The happy highways where I went 

And cannot come again. 

(" A Shropshire Lad," XL) 

簡潔なロキューションや劇的ではないことば，明快に表現された感情は，近代

的な詩的リアリズを持つ作品の文体的な特色と異なるものではない。特に詩の

文体は，時代に固有のものであり，強く特定の時代の詩的慣習の影響を受ける

という事実を考慮すると11, Housmanの近代性の意義は無視すべきではない。

さらに，この意味においては， 1912年以降の GeorgianPoetかに収録されたジ

ョージ朝詩人にとって，この二人の詩人が，彼等に直近の先輩詩人であるとい

う共通の意識を持っていた事は，ジョージ朝詩の近代性を評価する場合に重要

な意味を持つ12。従ってジョージ朝詩人の詩的環境は，一方で，近代的手法に

接しながらも，同時に1890年代のラファエル前派の審美的姿勢や， いわゆる

fin必 sieckの作品に表現された都会的耽美主義等のヴィクトリア朝の伝統を

継承するものの影響を受け，他方で，外国の詩人による，感覚的にも理論的に

も，全く新しい芸術的刺戟を受けるという現実から成り立っていた。 20世紀初

頭のイギリス詩が，このような複雑な状況にあったとすれば，それが，理解で

きない程，「停滞」し， 偽物ばかりの「混合物」であるとする非難は， 少くと

も適切な分析であったとは言えない。
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

II 

Georgian Poetryが発刊された 1912年は，その他の意味でも注目すべき年で

ある。

Hardyの秀れた詩作品は，その大部分が， Judethe Obscure (1896)出版後

の1900年から 1928年にかけて書かれた。特に，妻， Emmaの死後， 1912年

に集中的に作られた Poemsof 1912-13として知られる一連のエレジーを，

いわゆる現代詩の伝統の出発と考える事は， 今日ではほぼ定着している晶

Hardyの詩に見られる近代的特色は，簡潔で経済的な語法，日常語のリズム，

客観的な観察，正確な感情の表現，感傷や脚色への警戒と抒情性との両立等の

用語で要約することができる。

Never to bid good-bye, 

Or lip me the softest call, 

Or utter a wish for a word, while I 

Saw morning harden upon the wall, 

Unmoved, unknowing 

That your great going 

Had place that moment, and altered all. 

Why do you make me leave the house 

And think for a breath it is you I see 

At the end of the alley of bending boughs 

Where so often at dusk you used to be ; 

Till in darkening dankness 

The yawning blankness 

Of the perspective sickens me ! 

("The Going") 

人は，このような表現に，人生のある真実が示されている事を知ることができ

る。感傷，感情の道徳的意味づけ，不正確なクリシェ，修辞的言い回し等のボ
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エティシズムは全く見当らない。詩的真実がこのような文脈で示された場合，

ヴィククトリア朝詩の弱点が，いかに，形式におけるだけではなく，審美的，

感覚的にもクリンエに拘泥することによって生じたものであるかを理解するこ

とができる。

1880年代から詩作を続け， 1908年には， すでに8巻の「全作品集』を出版

した Yeats は， その翌年にかけて， Abbey Theatre経営の失敗， J.M. 

Synge の死亡等を経験することにより， 人生や芸術に対するロマンティック

な展望を失うようになる。作品の誨子も， いわゆる「ケルトの薄明」時代か

ら， リアスティックな作風へと変貌する。 1909年の Pound との出会いは，

その後の詩的影響も含めて， この傾向を決定的なものにした。 1912年に，そ

の大半の作品が書かれた Responsibilities(1914年，出版）は，語法やイメージ

において， Yeatsの近代的な認識か始まった事を明確に示している。

このようにして，いわば，詩の思潮や感覚や理綸的側面における新しい波と

も呼ぶことができる変化が目立ち始めた 1912年に発刊された GeorgianPoetry 

も，当然のように，何らかの新しさと美しさを示すものと期待された。発刊者

Edward Marshの序文は，その意識を明言したものである。

This volume is issued in the belief that English poetry is 

now once again putting on a new strength and beauty. 

Marshが新しさだけではなく 「美しさ」も言う時，それは，志を同じくして

創刊に当った RupertBrookeの作品が与える独得の詩的インパクトに，暗黙

に言及したもののようである。 BrookeIi, 1911年の『詩集』で，この詩人の

持味である，情熱的で知的なロマンティシズムとも形容できる詩風を示して注

目された。また『詩集」のいくつかの作品には，明らかに，ヴィクトリア朝詩

に見られる一種の気取り (pretension) に対する極端な反発意識に支えられ

た「過度のリアリズム王が見られる。例えば， "A Channel Passage"で

は，恋を失った者の苦悩は，現実的で不愉快な船酔いと比較される。
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

Do I forget you ? Retchings t_wist and tie me, 

Old meat, good meals, brown gobbets, up I throw. 

Do I remember ? Acrid return and slimy, 

The sobs and slobber of a last year's woe. 

And still the sick ship rolls.'Tis hard, I tell ye, 

To choose'twixt love and nausea, heart and belly. 

あるいは， "Menelausand Helen" においては， ロマンティックな虚像

は， リアリスティックな観察によって，その実体を暴露される。

He does not tell you how white Helen bears 

Child on legitimate child, becomes a scold, 

Haggard with virtue. Menelaus bold 

Waxed garrulous, and sacked a hundred Troys 

'Twixt noon and supper. And her golden voice 

Got shrill as he grew deafer. And both were old. 

Marshは， このような Brookeの詩的発想には，時代の芸術に対する鋭い感

受性と，この詩人に本質的な美的感覚が，いわば未調整の状態で存在する事を

理解していた。 Marshの『回想録』 3にはこの若い詩人の気負った写実主義に

対する聴衆の批判をある程度は認めながらも，結局はその新鮮な視点と感性を

ひたむきに弁護する態度を見ることができる％彼が，このような Brookeの

特質に，少くとも芸術的偽善性と関わりが無い，新しい詩集にふさわしい「カ

と美」を表現するものを見出した事は確かである。

Brookeとの協力により，新たに「ジョージ朝の初頭を画す」 5 意図を持っ

た GeorgianPoetry第一巻は， 1912年， Brooke自身をはじめ， 17人の詩人を

収録して， ThePoetry Bookshop6から世に出た。 Poundゃ Eliotの個性

的な声や，前衛的な理論などとは，未だほとんど無縁であった大部分の一般読

者にとって， このアンソロジーは，同種の規模のものが長くイギリス詩壇に見

られなかった為もあって，極めて新鮮な詩人たちの出現を示すものとして受け

，
 



とられた。確かに， 第一巻に収められた Brooke の "TheOld Vicarage, 

Grantchester"や， Walterde la Mareの "TheListeners"等は，ヴィ

クトリア朝詩のレトリックに慣れた眼には新しいリズムを持つ作品として映じ

たに違いない。また，今世紀始めには，まだ広く読まれていた世紀末詩人の，

病的な感覚と都会的審美主義に根ざしたデカダンスに，長続きする興味を持つ

事を期待していなかった読者は， GeorgianPoetryの穏健な田園趣味を好んだと

も言える。事実， それは， 息苦しさの後の新鮮な「息吹き」 7 を導入するも

のとして歓迎された。第一巻は， 1914年までには9回版を重ね， 1919年には

13000部を売った。おおむねこのビッチで，第二巻が1915年，以後， 1917年，

1919年， 第五巻が1922年まで続刊されたが，この年， Marshは，時代の詩

的嗜好が変化したと考えて，選集の刊行を中止した80Marshは本質的には，

批評家というより編集者であり，常にその判断を先行させてきた。例えば，こ

の詞華集は常に聴衆の好みに敏感であろうと努め，その為に，各巻毎に，収録

される詩人の顔ぶれが微妙に変った鯰 Marsh はその意味で， 現実に新しい

テーマや文体を紹介するというより，常に用心深く，一般読者の興味を失わな

いように中道を貫くという方針を守ったと言える。第一巻のエトスは，確かに

Brookeのリアリズムの影響を受けたものではあったが， Marshのこのよう

なプリンシプルにより，意図された程には，あるいは一部読者から期待された

程には，ヴィクトリア朝詩の気取りや，感傷に堕したロマンティシズムに対す

る反発の姿勢は目立つものではなかった。 GeorgianPoetryによって示された一

連の動きを，今日ではジョージアニズムと呼んでいるが，これは実際には，思

潮という程の影轡力を持つものではなかった。収録された詩人は， Gordon 

Bottomley, W. H. Davies, Walter de la Mare, John Drinkwater, W. 

W. Gibson, James Stephens等の，平凡で目立たない，多様な顔ぶれの集

合という印象があった。ふつう，ジョージ朝詩人のカテゴリーにおいて考えら

れる EdwardThomasゃWilfredOwen, あるいは初期の RobertGraves 

ゃ D.H. Lawrence等を除けば， これらの詩人は，少くとも， Eliotゃ
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

Poundのように， 詩作において個性的でも一途でもなかった。事実， E.

Thomasと Owenが若くして戦死し， Gravesがイギリスを離れてマジョル

カ島に脱出し， D.H. Lawrenceは，よりイマジスティックな手法に傾いて

いった等のために，ジョージアニズムは， Eliotゃ Poundが展開したモダニ

ズムの文体や，刺戟的な詩論やメッセイジの公開などの姿勢に対抗すべき，強

力な中和力とはならなかったと見る事もできる凡即ち， GeorgianPoetryの大

部分の詩人には，伝えようとするプログラムやマニフェストウは無く，また，

主たる声を持つリーダーの存在も欠いた。この事実は，モダニストの態度とは

対照的に，従来，芸術における集団意識や分派志向，芸術的衝動の理論化等を

好まない， いわばイギリス型の伝統的現象であると考えることもできる。特

に， 1900年から 10年代におけるフランス象徴主義の詩的手法や理論との接触

以降は，イギリスでは，詩作原理の分析や革新的文体への興味は，外国の詩学

に独得のファッションだと信じられた。例えば，叙述 (description) よりも

喚起 (evocation),写実よりも直観的把握の重視などという，モダニストにも

継承されたサンボリスト詩人の基本的スタンスは， かつてイギリス詩の技法

に，少くとも集団の原理としては存在した事はなかった為，詩的感覚において

も，また発想においても， イギリス詩の伝統的土壌では， 異質なものと考え

られた。従って， GeorgianPoetry発刊の信念が，「いま一度，イギリス詩に，

新しい力と美が備わること」として明言されたにせよ，その実態が，いわば雑

多な詩人による瞬味なグループ意識の下に撰集されたアンソロジー的性格を持

つものである事は必然であったし，その事実は，ジョージ朝の読者には，特に

矛盾するものとは受けとられなかった。これは，モダニストの，理論武装，過

度の主知主義，反啓蒙的態度 (obscurantism),芸術活動の中心がパリやアメ

リカに在る事の認識等の傾向とは，明確に異っていた。

III 

Georgian Poetかは，多数の一般読者に支持される一方で，巻を重ねるに従
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ぃ，いわゆる専門的批評家による批判も受けるようになる。 Marshは，当初，

この選集が，「過去の数々の詩的時代」1 と比厨すべき価値を持つ事を願った。

しかし， 第三巻 (1917年） までの大部分の好意的評価は，既に第四巻 (1919

年）では目立って減少した。むしろ，否定的意見が一般的であったと言える。

即ち，ジョージ朝詩に共通の主題が， しばしば，自然，老令，余暇，子供時代，

動物，睡眼，回想等の，いわば，平凡な日常における議論にならない事柄に関

するものであり，それらが繰り返し語られると，期待されるインパクトも，そ

のような単純さや通常性の中に消え去ってしまう事が指摘されるようになっ

た。例えば，第四巻については，それは，とうてい， リアリズムの試練に耐え

られるものではなく，独創性を欠き，「虚偽の単純さ」2 しか見当らない，等の

酷評も出始め， Eliotは， この選集の刊行を「年毎の災難」3 とさえ呼んだ。

Robert Gravesも第三巻の同人ではあったが， 1927年には，ジョージアニズ

ムを，「死んだ思潮」4 と評価する。ジョージ朝詩に対する批評は， この傾向を

示したまま，以後30年間ほどは大きく変ることはなかった。即ち， ジョージ

アニズムとは，おおむね，技術的には文体的緊張を欠き，人生の真実に対する

リアリスティックな観察と洞察が見られず，かつ，詩人の個人的な感情も移入

される事が無い，いわば，週末の田園的幻想という一種の逃避主義にしか過ぎ

ないと考えられた。田園あるいは逃避というイメージがジョージ朝詩の否定的

評価に結びついた事は， 第一次大戦後の， 既成の秩序や価値の混乱，懐疑精

神，感傷に対する反発などの社会的状況と， このような状況を直接の詩的アン

ビエンスとして認識したモダニストの姿勢が，ジョージ朝詩人と対照的に存在

した事実と無関係ではない。一方，モダニストには，この意味で，真近に反発

する思潮があり，それを利用して，自らの立場を明らかにすることができたと

も見る事ができる50 

一方， 戦争は， 実際に兵士として戦場を体験した一部のジョージ朝詩人に

は，逃避という感覚とはほど遠い，切迫した創作衝動を与えた。 Siegfried

Sassoon, Robert Nichols, Gravesなどの，この時期の作品は，いわば堅壕

12 
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

戦争 (trenchwarfare) を直接的に描写した独得のリアリズムを表現するも

のである。

Where, propped against a shattered trunk, 

In a great mess of things unclean, 

Sat a dead Boche; he scowled and stunk 

With clothes and face a sodden green, 

Big-bellied, spectacled, crop-haired, 

Dribbling black blood from nose and beard. 

("A Dead Boche," Robert Graves)6 

この作品は，同情や憐慾や怒りなどの感情よりも，むしろ嫌悪感だけを呼び起

す衝撃を与えるという点では，真の詩的リアリズムを備えたものではないが，

少くとも冗長で不正確な表現が避けられていることは認める事ができる。この

特質は， Brookeが，彼のリアリスティックな作品が「不愉快」であるという

世評に対して反駁した， Marshあての書簡に見られる主張と大きく異なるも

のではない。

I'm (of course) unrepentant about the "unpleasant" poems. 

I don't claim great merit for the Channel Passage: but the point 

it was (or should have been !) "serious." There are common 

sordid things—situations or detail~ —that may suddenly bring all 

tragedy, or at least the brutality of actual emotions, to you. I 

rather grasp relievedly at them, after I've beaten vain hands 

in the rosy mists of poet's experiences7. 

詩人が，あえて醜い状況を描出するのは，ふつう詩人の経験として表現される

ものが， しばしば「バラ色の霧」に隠されて，感情の真実が伝わらない事を認

識するからである。この態度が， リアリズムを支持する最も素朴な主張である

事は否定できない。

Georgian Poetry第三巻には， いわゆる若い戦争詩人が， 意図的に，かつ，

13 



集中的に収録され，事実上，この選集によって戦争詩というジャンルが確立さ

れたと言ってよい尻そしてこのジャンルにおいて， Brookeによって詩的価値

を与えられたリアリズムが伝えられる形になる。戦争は，また，手法的な意味

だけではなく，その独得のセンセイションが，ジョージ朝詩人の感性に本質的

に呼応するものを与えた事も事実である。それは， これらのイギリス詩人が，

暗黙に， しかし確実な意識として持っていた愛国的な感覚を強く刺戟するもの

であった。 この刺戟は， 多くの場合，「イギリスをほめる事故国を祝福する

事」，という詩的主題として表現されようとした。

If I should die, think only this of me: 

That there's some corner of a foreign field 

That is for ever England. There shall be 

In that rich earth a richer dust concealed; 

A dust whom England bore, shaped, made aware, 

Gave, once, her flowers to love, her ways to roam, 

A body of England's, breathing English air, 

Washed by the rivers, blest by suns of home. 

("The Soldier," R. Brooke) 

この態度は，また，イギリスの典型的な風物，特に野山，田舎道，百姓家，

果樹園等が好んで詩的風景として表現される傾向とも適合した。しかし，この

ような風景は， もともと， ジョージ朝詩に顕著に見られたものであり， それ

が，故国愛という感覚と無関係に表現された場合は，退屈で逃避的な印象を与

える結果となった。
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I do not think that skies and meadows are 

Moral, or that the fixture of a star 

Comes of a quiet spirit, or that trees 

Have wisdom in their windless silences. 

Yet these are things invested in my mood 

With constancy, and peace, and fortitude, 
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

That in my troubled season I can cry 

Upon the wide composure of the sky, 

And envy fields, and wish that I might be 

As little daunted as a star or tree. 

("Reciprocity," John Drinkwater)10 

これは，確かに田園詩のアポローギアとも言える． しかし，詩人の基本的な姿

勢は逃避のそれであり，展望は感傷的である事は否定できない．この作品は，

同じ第三巻に，例えば， Sassoonの次のような詩句と並んで収録されている．

Headlong he charges down the wood, and falls 

With roaring brain—agony-the snapt spark-

And blots of green and purple in his eyes. 

Then the slow fingers groping on his neck, 

And at his heart the strangling clasp of death. 

ぐHaunted")

このように対比した場合，二つの作品が与える詩的インパクトの質の相異をあ

る程度認める事ができる。即ち，ジョージアニズムにおける典型的な弱点は，

戦争詩というジャンルに見られる特色を含めて説明することはできないという

認識が必要である。

I would have poured my spirit without stint 

But not through wounds ; not on the cess of war. 

Foreheads of men have bled where no wounds were. 

I am the enemy you killed, my friend. 

I knew you in this dark; for so you frowned 

Yesterday through me as you jabbed and killed. 

I parried; but my hands were loath and cold. 

Let us sleep now…. , 
("Strange Meeting," Wilfred Owen) 
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ここに表現されたリアリズムは，文体的特質であるというより，むしろ，ある

詩的真実に対する唯一の理解の様式を示しているとさえ言える。このような表

現形式の必然性， ないし緊張感は，「喪失」という同様の主題が，例えば田園

の郷愁という文脈で感傷的に語られる場合には見出す事はできない。

T五EREis a wind where the rose was; 

Cold rain where sweet grass was; 

And clouds like sheep 

Stream o'er the steep 

Grey skies where the lark was. 

Sad winds where your voice was; 

Tears, tears where my heart was; 

And ever with me, 

Child, ever with me, 

Silence where hope was. 

(ttAutumn," Walter de la Mare) 

「想像上の経験は，実際の経験よりもはるかに現実的である」という詩人自身

の信念が，この作品についての適切な注釈であると言う事はできない。この詩

の文脈には，内容とスクイルの不調和が見られる。即ち，時の経過も失恋も，

現実的に秋の感傷として経験されるのであれば， （想像上の経験であれば， こ

の場合，詩的センスは，殆んど無いに等しい）それは想像上の経験を思わせる

ようなリズムで語られるべきではないと考えられるからである。

今日における戦争詩人に対する評価は， IvorGurneyについての，次のよ

うな認識によって代表されていると言える。

••. 〔Gurne刃 haddiscovered, within the texture of diction, 

syntax and rhythm, the exact, and exacting, sense of'stumbl-

ing blind through the difficult door'(146), the matching of 

16 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

lines and reality'(218)11. 

確かに Gurneyの詩作のプロセスは，終始，対象の現実と，そのことばによ

る表現の一致を見出すことに費された。それは，彼の詩的才能が，常に， リア

リティーと表現形式の懸隔に敏感に反応するものであり，その苦悩が，彼の作

品に，不確かさと宿命的な調子を与えたように見える．この特質は， Gurney 

の混乱した文体を指すものではなく，正確さを求めた彼の近代的当惑を示して

いる 120 

戦争詩人は， このような見方においては， 大半のジョージ朝詩人とは， 一

見，異った感覚と手法を表現したが，一方，彼等は，既に， A.E. Housman 

が示した，ペシミズムや幻滅のテーマに馴染んでいたという点では，この詩人

と Hardyを，自らの精神的先達として意識したジョージ朝詩人の根本的姿勢

と違う立場を保っていたと見なす事は適当ではない。その意味での，真の詩的

リアリズムとジョージアニズムの感覚の融合は， 例えば， EdwardThomas 

の作品に見出されるものとも言える。

The dim sea glints chill. The white sun is shy, 

And the skeleton weeds and the never-dry, 

Rough, long grasses keep white with frost 

At the hilltop by the finger-post; 

The smoke of traveller's-joy is puffed 

Over hawthorn berry and hazel tuft. 

I read the sign. Which way shall I go ? 

Ahd if there be a flaw in that heaven 

'Twill be freedom to wish, and your wish may be 

To be here or anywhere talking to me, 

No matter what the weather, on earth, 
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At ariy age between death and birth, 

To see what day or night can be, 

The sun and the frost, the land and the sea, 

Summer, Autumn, Winter, Spring, 

With a poor man of any sort, down to a king, 

Standing upight out in the air 

Wondering where he shall journey, 0 where?' 

("The Signpost") 13 

この作品における詩人の姿勢は，あるいは逃避的にも見える。人間の存在と，

それに必然的に伴う苦境に対する深い疑問が，この作品の究極的な意味である

からである。叙述のスタイルは，典型的なジョージアンのものである。特に導

入部の瞑想の背景である詩的風景の描写は，ほとんど，ジョージ朝のどの詩人

の文体であるとも言える丸しかし， この叙述に力を与えているものは，この

詩人に特有の，人生に対する洞察から生まれた皮肉な観照の態度である。これ

は，このような観察の姿勢に見られるリアリズムと呼ぶ事ができる。

18 

RAIN, midnight rain, nothing but the wild rain 

On this bleak hut, and solitude, and me 

Remembering again that I shail die 

And neither hear the rain nor give it thanks 

For washing me cleaner than I have been 

Since I was born into this solitude. 

Blessed are the dead that the rain rains upon: 

But here I pray that none whom once I loved 

Is dying to-night or lying still awake 

Solitary, listening to the rain, 

Either in pain or thus in sympathy 

Helpless among the living and the dead, 

Like a cold water among broken reeds, 

Myriads of broken reeds all still and stiff, 
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ジョージ朝詩の歴史的意義（國井）

Like me who have no love which this wild rain 

Has not dissolved except the love of death, 

If love it be for what is perfect and 

Cannot, the tempest tells me, disappoint. 

("Rain") 

ここでも，同時に，浄め，かつ消滅させるという，対極的ではあるが完全な機

能を持つもののように思われた雨が，人間の死の想いとのアナロジーによって

観察される時，その完全性は疑われざるを得ないという，アイロニカルなプロ

セスをとる。この執拗な疑念や不確実感は，近代的な詩的リアリズムの実体と

して理解する事ができる。

人生に対する基本的にペシミステックな感慨とその現実的な認識が，近

代イギリス詩の伝統では，このように Hardyゃ Housman から Edward

Thomas に継承されたとすれば， ジョージ朝の詩的文脈においては， それ

は，戦争詩という特殊なジャンルで示されたものである。 OwenゃGurney,

あるいは EdmundBlunden に共通する詩的伝統は，そのような意味におけ

るものであると考えられる。

Days or eternities like swelling waves 

Surge on, and still we drudge in this dark maze; 

The bombs and coils and cans by strings of slaves 

Are borne to serve the coming day of days; 

Pale sleep in slimy cellars scarce allays 

With its brief blank the burden. Look, we lose; 

The~ky is gone, the lightless drenching haze 

Of rainstorm chills the bone; earth, air are foes, 

The black fiend leaps brick-red as life's last picture goes. 

("Preparations for Victory," E. Blunden) 

絶望や非情のイメージが，比喩的にでも抽象的にでもなく描出されることによ

って，苦境に対する詩人の現実的な理解の真相が示される。客観的コメントと
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いうジェスチュアにもかかわらず， 'Look,we lose'は，恐怖のリアリティー

を鮮やかに要約する・即ち，詩人の意図に存在する詩的真実は，作為的なスタ

イルによってではなく，一種の 'stoicimpersonality'15とも呼ぶことができ

る姿勢によって伝えられている。これは，例えば， Owenの戦争詩における調

子と同質のものである。

To-night, His frost will fasten on this mud and us, 

Shrivelling many hands, puckering foreheads crisp. 

The burying-party, picks and shovels in their shaking grasp, 

Pause over half-known faces. All their eyes are ice, 

But nothing happens. 

("Exposure") 

詩人の近代的感覚は，最終二行の冷静な叙述に集約されている。それは，詩の

意味と表現と，伝えられるべきものが，完全に一致した事を示している。

IV 

詩的真実の把握が，現実の正確な観察と客観的で澄明な叙述によって達成さ

れるという認識が， 1950年代以降の近代イギリス詩の伝統を受け継ぐ詩人に

共通の特質の一つであると見ることができるならば，少くとも，一方における

モダニストの動きと対照的な意義を持つものとしての Hardy以来の詩的伝統

を，ジョージ朝詩の一つの流れが伝承したと考えてよい。 Marsh が， Geor・

gian Poetryの時代が，過去のイギリス詩の思潮と比肩する事を願った事は，

その意味では，あながち，的はずれの抱負であったわけではない。しかし，当

初の GeorgianPoetryの詩作態度が，基本的には， Brookeの写実主義を暗黙

に了解するものであった事は，近代的な詩的伝統の本質を部分的に伝えるもの

である。

It 〔myhabit。fwriting〕consists in just 1〇〇kingat pe〇pleand 
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

things as themselves-neither as useful nor moral nor ugly 

nor anything else ; but just as being1. 

この極端な表現は，明らかにヴィクトリア朝的修辞法を否定したものであるに

せよ，詩が人生の真実を詩的真実として，正確に，写実的に描出すべきである

という近代的認識を示している。写実を詩作の基本とする仮定には，やがて，

詩的テーマの具体性をも強調する必要が生じた。即ち， 詩が， 哲学的， 宗教

的，あるいは政治的なものはもとより，芸術的議論そのものさえ，独断的に表

現しようとするものでもなく，あるいは，芸術的感覚によってのみ把握できる

ような，ある特権的経験を伝えようとするものでもないという信念は，明確に

モダニズムの原理に対する批判を表明したものである。ただし，この態度がイ

ギリス詩において，確立された詩的伝統として明らかに意識されたのは， 1950

年代の後半に入ってであるのでり ジョージ朝詩人に， 必ずしもそのような意

味での伝統の感覚が備わっていたと言う事はできない。 しかし， 彼等にとっ

て，共通の 'father-figure'3であった Hardy の詩的状況が，抽象性とは全

く縁遠い，詩人の直接的経験に限られていた事，主題も文体も典型的にイギリ

ス型であった事， また， おおよそ， ペシミスティックで懐疑的であった事等

は，ヴィクトリア朝ロマンティシズムから離脱しようとする意識にとって大き

な指針であった。事実， Hardyの遺産は，伝統と近代性の感覚が完全に一致

しているという意味においては，今世紀のイギリス詩の主題，文体，語法等に

一定の影響を与えてきた事は否定できない。

ジョージ朝詩の弱点は， このような感覚の正確な表現に失敗したという点に

ある。それは，ふつう，文体，語法，イメジのクリシエであり，全体的な印象

が「ゆるんだ叙述」として観察される事である。 Hardyの作品の力は， 伝え

るべきものの正体とその表現が，いわば精密なスクリーニングを経て存在する

という確信である。 ジョージ朝詩人は， そのような「正確， かつ，明確な叙

述」4 を達成する為の集中的な努力を怠ったとも言える。それはまた， 一方

で，イマジスト詩人による，幸便な批判の対象となった．即ち，その欠点は，

21 



彼等にとっては，象徴的に，イギリス詩の伝統の腐敗を示していると思われた

からである。

The common verse of Britain from 1890 to 1910 was a horri-

ble agglomerate compost, not minted, most of it not even 

baked, all legato, a doughty mess of third-hand Keats, 

Wordsworth, heaven knows what, fourth-hand Elizabethan 

sonority blunted, half melted, lumpy見

しかし， Pound の指摘は， 全く正確というわけではない． 世紀末から今世

紀初頭にかけてのイギリス詩人の多くは，確かに，ロマンティシズムの衰退期

の特徴を示すという意味での，ヴィクトリア朝詩の弱点を持っていたにせよ，

それは，ジョージ朝詩人が，伝統的感覚として受け継いだ特色ではない。この

非難の真意が，いわゆる「イマジズムの三原則」 (1912年）6 に要約された，こ

とばやリズム，韻律に関する詩作原理に適合しないような，イギリス詩の冗長

で不正確な表現に対する告発であれば，それは実際に，ジョージアニズムの詩

的欠陥を述べたものである. Poundの，「正確さ」に対する執着は，「芸術の

試金石は， その正確さである」7 と言い切る信念にも見られる。 しかし，この

発想は，もともと， Flaubertの文体における，いわゆる constatationと le

mot iuste8 により啓発されたもので， その意味では， 英語以外のことばで書

かれた散文が， 英語詩のモデルになるという点での迂遠さがある。従って，

Jmagismeの詩学の原理を踏まえての批判は， 'evocation'や 'polyphonic'

ゃ 'vortex'などのことぱや理論に，ほとんど無関心であった当時のイギリス

詩が，ある意味では，避ける事ができないものであったと考えられる一方，ィ

マジストやモダニストの批評の姿勢は，イギリス詩に固有の環境と伝統意識を

あえて無視するものであったと言える。 Poundにとっては， 過去の詩人の，

程度の低い，単なるまね事にしか過ぎないと見えた当時のイギリス詩は，必ず

しも表現上の欠点によって失われるものではない，ある伝統的な特質，即ち，

詩は，本来，読者が楽しむ事ができるものであるという特質は保持していた。
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

Poundは， イギリス詩における，この，詩の効用という側面を考慮に入れな

かった。実際 GeorgianPoetryは， 当初は，非常に人気の高かった詞華集で

あり， 一般の人々が読者であったという事実を過小に評価すべきではない鯰

Marshはその意味で， 芸術における素人精神，実際的な興味，理論の不信用

等の，伝統的なイギリス型の芸術鑑賞の実態に基く編集方針を堅持した10。 こ

のような編集者の態度が，選ばれた詩人の展開する主題や，語法，文体にも，あ

る程度，影響を与えなかったとは言えない。従ってジョージ朝詩の典型的な弱

点である，不正確なロキューション，音楽的すぎるリズム，些末なテーマなど

についての反省は，本来，詩人自身や大部分の読者から起ったものではなかっ

た。しかし，第一次大戦中から戦後にかけて，モダニストの刺戟的な芸術活動

や理論が与える影響と相まって， 一部読者の詩的感覚は， いわば『荒れ地』11

的精神構造を表現するものに対する興味へと変化していった。 GeorgianPoetry 

の廃刊 (1922年）後， ジョージ朝詩人が持った一種の同胞意識とジョージア

ニズムの精神は， Marsh と同様のジャーナリスティックな感覚を有した J.

C. Squire の創刊になる TheLondon Mercury12において継承された。これ

は，一時は，いわゆる 'Squirearchy' と呼ばれる文壇的勢力を形成したが，

1920年代後半には， 既に， アメリカやパリの芸術的ファッションに比べて時

代遅れで，偏狭な (parochial)詩風を代弁するに過ぎないと見倣された。

1936年， MichaelRobertsが FaberBook of Modern Verseを編んだ時，

ジョージ朝詩人から選ばれたのは， Gravesと Owenの二人だけであった。

この事実は，ジョージ朝の伝統と， 30年代に 'modern'と考えられた精神と

の完全な断絶を示すものである。

The technical merit of a poem is measured by its accuracy, 

not by the importance of a rough approximation to what is be-

ing said, not by the number of people to whom it is im血di-
ately intelligible屯
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このように，明らかにモダニストのバイアスを表明する立場では，ジョージ朝

詩人の大部分が無視されたのは当然である。本質的に，イメージというより，

ことば自体によって喚び起される直接的効果に頼る Gravesの場合はともか

<, Owenが掬い取られた事は奇妙にさえ見える.Owenに対する Roberts
の評価が，この詩人の特質である道徳的感覚と，その力の呈示を見るものでは

なく，専ら，ハーフ・ライムの使用という彼の文体的な特徴にのみ注目したも

のである事は，極めて典型的である。

His innovations 〔゚fthe use of half-rhymes〕紅eimport.ant 

because his sound-effects directly reinforce the general ef-

fect which he is trying to produce14. 

30年代におけるモダニストの感覚では， 詩は， 第一義的にことばの可能性を

開拓するものであった。この信念は，文体的な実験を励まし， Owenの韻律も

その意味で評価されたと言える。即ち， ハーフ・ライムは，（エンド・ライム

に比べて），この時代に， 典型的な「近代的」感覚とされた欲求不満や， 失望

や絶望を表現するのに，いかにも適した形式であると見倣された・ しかし，彼

の真価はそのような技術的資質によってのみ説明できるものではない。

Think how it wakes the seeds, — 
Woke, once, the clays of a cold star. 

Are limbs, so dear-achieved, are sides, 

Full-nerved-still warm—too hard to stir ? 
Was it for this the clay grew tall? 

-0 what made fatuous sunbeams toil 

To break earth's sleep at all ? 

("Futility") 

Owenは， たしかに， ことばの意味と音のパクンの関係に敏感であったこと

が了解される”。 このハーフ・ライムは，意味と音が相互に規制し合っている
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

事を示唆する。しかし，この作品のインパクトは，むしろ詩の意味によって伝

えられる。それは， 'fatuoussunbeams'という生とのコントラストによって

極立つ，不条理な死に対する怒りである。この意味は，ほとんど道徳的感覚と

呼べるものであり，それが Owenの詩の力の本質である。

V 

ジョージ朝詩に対する今日の評価は， 1955年以降の， 近代イギリス詩の伝

統主義の見直しとモダニズムの思潮的影響に対する反省との関係において，ぁ

る程度決定づけられる 1。即ち，詩作品における直接的経験， 日常性，娯楽性，

聴衆の存在等を再確認しようとする，今日の， •The Movement'派と，その

プロテジェである詩人たちが， Hardy 以降の伝統的資質を継承しているとい

う意味では，ジョージ朝詩の基本的エトスも，それに連っている事を認識する

ことができる2。特に， Housman,Edward Thomas, Owen, Graves, Blun-

den等が示した近代的特質と， James Stephens, John Drinkwater, W. 

W. Gibson等に，ペジョラティブに表現された場合のジョージアニズムを区

別して論じようとする現在の批評の傾向も，この認識に立つものである。次の

二つの作品は，この区別が必要な事を，ある程度例証すると言える。

I hear a sudden cry of pain t 

There is a rabbit in a snare : 

Now I hear the cry again, 

But I cannot tell from where. 

But I cannot tell from where 

He is calling out for aid ; 

Crying on the frightened air, 

Making everything afraid. 

Making. everything afraid, 
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Wrinkling up his little face, 

As he cries again for aid; 

And I cannot find the place ! 

And I cannot find the place 

Where his paw is in the snare: 

Little one ! Oh, little one ! 

I am searching everywhere. 

IN a frosty sunset 

So fiery red with cold 

The footballers'onset 

Rings out glad and bold; 

Then boys from daily tether 

With famous dogs at heel 

In starlight meet together 

("The Snare," James Stephens) 

And to farther hedges steal ; 

Where the rats are pattering 

In and out the stacks, 

Owls with hatred chattering 

Swoop at the terriers'backs 

And, frost forgot, the chase grows hot 

Till a rat's a foolish prize, 

But the cornered weasel stands his ground, 

Shrieks at the dogs and boys set round, 

Shrieks as he knows they stand all round, 

And hard as winter dies. 

("Winter: East Anglia," E. Blunden) 

"Snare"の素朴さ (naivete)はジョージ朝詩の弱点を示し， "Winter"の鋭

さ (pungency)は，近代的感覚の表現として理解する事ができる。

1962年， JamesReevesによって， GeorgianPoetry (Penguin)が編まれ
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ジョージ朝詩の歴史的意義（園井）

た時，彼は今日の評価に従って， Housmanから Blundenに至る 19人の詩人

を選んだ。これは， Marshの場合と違い，いわば，ジョージ朝詩の「美」的

特質よりも，詩的「力」に注目した点で近代的である.Reevesの方針は，明

らかに，モダニズムにおける作為性 (sophistication),即ち，意図的な瞬味さ

や複雑さが近代的精神の表現形式であるとする仮定に対峙するものとしての，

ジョージ朝詩人の再評価という前提に立つ。ジョージ朝詩の一般的弱点と見な

されている，平凡，単純，感傷性等の詩的調子は，ここでは，自然な単純性，

暖かい感情，道徳的純真 (moralinnocence)を表現するものであると，評

価される。確かに， 30年代以降， 'modern' であると標榜された作品の極立

った特色は，このような調子に対する根本的な疑問であった。詩における近代

性は，應接的経験の表現，単純な反応，情緒の素朴な表出などに対する不信の

態度によって達成されると考えられた。従って，最も典型的な意味での 'mo-

dernity'は，「不安，不信，自己嫌悪，知りすぎているという感覚， 直接的感

情的反応を知られることの恐怖」3等を基本的調子として持つ事を意味する。こ

のような特質は，例えば，近代詩に特有のアイロニカルな叙述と調和するもの

であるが，それは，ジョージアンの素朴な文体やモラル・イノセンスとは，ぃ

かにも対照的である4。Reevesによれば，このようなアイロニカルな文体も，

モダニストの作為性と気取りを示すものと判断される。しかし，このような一

方的評価には，通常，意図的に無視された要素がある為に，正確ではない場合

がある。 Reevesの判断には， 例えば， 1910年代のイマジストや， その亜流

によって喧伝されたマニフェストウと，今日のモダニズムの原理に，いくつか

の異なる点もある事に対する考慮が見られない。初期の関心は，主として，文

体，語法， リズム等の技巧的側面に集中したが， 40年代以降，および60年代

から今日にかけてのモダニストや，ポスト・モダニストの基本的態度は，文学

における審美的価値そのものに対する深刻な疑問である。その疑問が， しばし

ば， 「不安」や「不信」という， 近代詩固有の調子として表現されるように見

える。従って，ジョージアニズムのアンティ・テーゼとして，それらが近代的
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人間存在の宿命に対する詩的発想であると仮定する事は，いわば，近代性と伝

統性を区別して論じていることになる。ところが，ジョージ朝詩における詩的

伝統が， Hardyと Housman から， EdwardThomasや Owenに連続す

るものであると考える見方においては，それは，近代的特質を認識する事に他

ならない。ジョージ朝詩の資質として区別すべき事は，むしろ， この認識と，

技術的不体裁や，平凡，かつ，パロキアルな詩的展望等の傾向である。

しかし， Reeves の立場が， 一貫して， 近代イギリス詩の伝統の存続をジ

ョージ朝詩に確認しようとするものである事は明白である。ジョージ朝詩が，

今日の詩的環境において再評価されるとすれば，それは必然的にこのようなス

タンスに拠らなければならないとも言える。なぜならば，例えば，戦争詩か残

したリアリズムや， 存在の苦悩と不確実感に対する洞察などの詩的遺産は凡

ジョージ朝詩の感覚に，確実に，近代的詩的伝統を伝承するものを示すものが

ある事を認めないわけにはゆかないからである悶

［注J
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1..'Introduction'to Literary Essays of Ezara Pound, (ed.) T. S. Eliot, Faber, 
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